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　Dividing　 weight 　 error 　 of 　 powders 　 with 　an　 automatic 　 medicine 　 dividing　 and 　 packing
machine （Konishi　727−K10 　type）was 　investigated　at　the　 slit　gap 　M （ca ．2．5m 皿 ） and 　 the

middle 　intensity　of　vibration ．　 When 　 the　 machinets 　 starting 　 position　 of　 effluence 　 of　 2　g

crystalline 　lactose　in　l　package 　 at　210r 　30　divisions　 was 　 changed ，　 dividing　 weight 　error

indicated　coefficient 　of　varition （C ．　V ，）4．3− 8．8％．　 The 　starting 　position　which 　minimized

the 　dividing　weight 　error 　was 　feund　to　be　17　th　hole　in　case 　 of 　21　divisions　 and 　20　th　hole

in　 case 　 of 　30　divisions．　 Dividing　weight 　 of 　the 　first　 2　packages 　 and 　 the　 last　 2　packages

at　the　turn　was 　significantly 　lighter　than　that　of　other 　packages ．　 In　case 　of　30　divisions，
C．V ．　of　error 　in　dividing　weight 　of　O．5gcrystalline　lactose　in　l　package 　was 　about 　17％，
that　of　1，0910 ％，2．Og4 ％，3．Oand 　4．Og　6 ％．　 Dividing　weight 　 error 　 of 　 several 　powders
with 　different　physical　preperties　in　2　g　package　at 　30　divisions　was 　investigated．　C．　V ．　of

crystalline 　lactose　was 　4。3 ％，　that 　of 　lactose　fine　granule　5．7 ％，　corn 　starch 　9．5％，　and

synthetic 　 aluminum 　silicate　13．6 ％．　Powdered 　lactose　 was 　indivisible．
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　散剤等の 固形医薬品 の 調剤工 程 は ，処 方せ ん 監査 ， 薬

剤の 秤量，混和，分割分包な らび に 投薬時の 薬剤監査で

あ る．正確な調剤を 行 うに 当っ て ，こ れ らの 業務は すべ

て が重要で あるが ， 本報で は分割分包 され た それ ぞれ の

薬剤の 含量 の 均
一

性を保持す る上 で ，と くに 重要と考え

られ る混和，分割分包の 工 程 の うち，近時，自動化が進

ん で い る分割分包 に つ い て 検討 した．

　すなわち ， 散剤等 の 分割分包に お い て，分割重量 誤差

＊1
第17回 日本薬学 会東 北支 部 大 会 （仙 台 ，1978）で 発

　 表．
＊2 山形市蔵王飯 田 字西 の 前 ；Zao−lida　Nishinomae ，

　 Yamagata −shi，990−23　Japan
＊3 盛 岡市 内丸19−1 ；19−1，Uchimaru，　Morioka−shi，
　 020Japan

は 目測法 で は 21分割，30分割で 変動係数 （C．V．）が 8 −

17％と大きくt£ 　bl
“
3）

， しか も混和不良で ある場合に は ，

分 割 さ れ た成分の 誤差は さ らに 大 き くな る傾向を示

す
4）．ま た 自動分割分包機（コ ニ シ KC727 −K10型，以下

K10 型と略す）を用い た 場合は ，一般的に 目測法 よ りも
’

分割重量誤差が小さくなるとともに個人差がな くな り，

均一化 した 誤差に な る とされ るS・e＞．

　 しか しなが ら，その 性能 につ い て の 明快な報告 は見当

らない ．そ こで K10 型を用い て ，散剤を分割する とき

の 本機 の 流出 口 の ス タ H ト位置が分割重量誤差 に どの よ

うな影響を及ぼすか ， 1包中の 分割重量を変えた場合は

どの よ うに な るか ，また散剤等 の 物性が変わ っ た場合は

どの よ うな分割重量誤差 を示すか を 検討 し ， 若干の 知見

を得た の で報告す る．
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●

n ・

実　験 　の 　部

　使用 した散剤　実験に 供した 散剤は ，結晶性乳糖 （粒

子径 74−297μ），粉末乳糖 （粒子径 74μ 以下）， 細粒状乳

糖 （粒子径 74−3501t）， 合成 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム （粒子

径 74μ 以下）な らび に トウ モ ロ ゴ シ デ ン プ ン （粒子径74μ

以下）で あ る．こ れ らの 試料 の 物理的特性 を Table 　3 に

示 し た．

　散剤 の物性測定　粒了径 は JIS標準ふ るい を 用 い て

測定 した．安息角，逃飛率，集合率，み か け密度ならび

に み か け比容積減少度 は ，

一
・・ ニ シ 式安息角測定器 FK 型，

逃飛率測定器 HK 型，集合率測定器 ， み か け密度測定器

な らび に み か け比 容積減少度測定器 RHK 型を 用 い て 測

定 し た ．

　 KIO 型 お よび散剤の分割方法　K10 型は ，
　Fig．1に 示

す よ うに 散剤 を ホ ッ パ ーに 投入 し ス イ ッ チ を 入 れ る とパ

イ ブ レ ー
シ ョ ン とベ ル トコ ン ベ ア が作動 し，散剤を ス リ

ッ トギ ャ ッ ゾを通 して
一

定 の 厚 さで ベ ル トに 乗せ 流出 ロ

へ 運ぶ ．・一
方，流出 口 は ベ ル トコ ン ベ ア の 作動 と同時 に

所定の ホ ール 間を往復 し て 散剤を各 ホ
ール に 分割す る，

一
定量の 散剤を分割す る場合に ，ス リ ッ トギ ャ ソ ゾ幅を

0 （約 5mm ） の 側に す る とベ ル 1・上 の 単位面積当 りの

散剤の 量 は 多くな り， 流出 口 の ホ ール 間の 往復回数を 少

なくし ， 分割 に 要す る時間 を短 か くす る，ま た S （0．5

mm ） の 側 に す る と流出 凵 の ホ ール 間 の 往 復 回 数 を 多 く

し ， 分割 に 要す る時間を 長 くする．本実験で は パ イ ブ レ

ー
シ ョ ン の 強度を中 間 に と り ， ス リ ッ トギ ャ ッ プ幅を

M （約 2．5mm ） に 固定 し た．

　実験方法　1）結晶性乳糖を 用 い ，1包の 理論重量を

29 とし た ．すなわ ち，K10 型 で 結晶性乳糖 429 お よび

609 を流出 口 の ス タ
ー

ト位置を変えて 21 分割 ， 30分割

し，それぞれ の 分割 され た 1包中の 結晶性乳糖 の 重量 を

測定 した ．流出 口 の ス タ
ー

ト位置は ，分包紙へ の 薬剤 の

最初の 落下点 よ りホ ール に 番号をつ け ，
21分割で は 2 ，

5 ，8 ，11，14，17，20 番目，30分割で は さらに 23，

26
，
29番 目を追加 し，そ れ ぞ れ の ス タ ート位置で の 各分

割量の パ ラ ツ キ の 内容を調べ た ．

　2） 結晶性乳糖を 用 い ，K10 型の 流出 口 の ス タ ート位

置を 20番 目と し ，
1 包の 理論重量を 0．59 か ら 49 まで

増量 した場合の 分割重量誤差 の 変化を 30 分割 で 検討 し

た．

　3） 物性の 異な る各散剤に つ い て lK10 型 の 流出 口 の

ス タ ート位置を 20番目 と し ， 1包 の 理 論重量を 29 とし

て ，物性の 違 い に よ る分割重量誤差 の 変化を30分割 で 検

討 した．

　分割重量誤差の 表示 方 法　21分割 また は 30分割され た

散剤の 重量 を そ れぞれ秤量 し，標準偏差 （S．D ．） を求

め ，そ の 変動係数 （C．V ．） で表示 した ．実験は 各群 ご

とに 5回ずっ 行 っ た．

・… 一
，
／ぎ（
響 乳 c ．v ，； 弖 ⊇

・一． 100
　 　 　 　 X

　 1包中 の 散 剤の 秤 t 　ザ ー ト リ ウ ス 直示天秤 2432（最

終読取値 0．1  ）で 1mg まで 読み 取 っ た ．

゜
．A

1：Hopp ● r 　2：Vibrotlen 　5 ：S11↑ epemng 　ondshu 鷲 i冖q　h α ndl ●

4：Sti，　ggp 　5 ：Bel↑　co 厠ソ3yor 　6 ：Divisien　heLe

Fig．　 L 　 Diagram 　of　Automatic　 Medicine　Dividing　 and 　Packing 　Machine
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結 果 と 考 察

　分割重量誤 差に 及 ぼ す KIO 型 の流 出 口 の ス タ
ー

ト佐

置の 影響

　結晶性乳糖を 用い ，1包の 理論重量 を 29 に した 場合 ，

流出口 の ス タート位置を変え る こ と に よっ て分割重量誤

差は ，
C ．V．4．3％ か ら C ．V ．8．8％ を示 した （Fig．2）．

た て 軸は C．V．，横軸は ス タ ー
ト位置を示す，すなわ ち，

21分割 で は 流出 口 を 17番 目か らス タ
ー

トさせ た場合 に

C ．V ．が 5．7％ で 分割重量誤差が最小を示 し ， 30分割 で

は 流出 ロ を 20 番目よ り ス タ
ー

トさせ た場合の C ，V．が

4．　3％ を示 し分割重量誤差 が最小 で あ っ た ．

　そ こ で Fig．2 の 結果 か ら，分割重量 誤差 の 小 さ い 流

出 ロ の ス タ ート位置の もの ， すなわち ， 21分割で は 2 ，

17， 20番目の ホ ール ，30分割 で は 17， 20，23番目の ホ

ー
ル と他の ホ ール か ら ス タ ートした 場 合の 有意差を 検定

し た ．その 結果，Table　1 に 示 す よ うに ，21分割で は 17

番 目の ホ ール か ら ス タ
ー

トした場合力：8 ， 11， 14番 目の

ホ
ー

ル か らス タ
ー

ト した場合よ り も危険率 0．Ol で 有意

の 差をも っ て 分割重量 誤 差の 小さ い こ とが 示 され ， 20番
目の ホ ール か らス タ

ー
トした場合も17番 目につ い で 他 と

有意に 分割重量誤差の 小さ い こ とが示 された ．また 30分

割で は 20番 目か らス タ ー トした 楊合が 5
，

8
，
11

，
14

，

26， 29番目の ホ ール か らス タートした楊合よ り も有意の

差をも っ て 分割重量誤差の 小 さい こ とが示 され ，つ い で

17番目 ， 23番 目の ホ ール か らス タ
ー

ト した 場合 に 分割重

量誤差が小さか っ た ．この よ うに K10 型で は 分割数 に

よ っ て ， それぞれ分割重量 誤差の よ り小さ い 流出 口 の ス

タ
ー

ト位置 の ある こ とが判明 した ．

　堀岡ら
e）

は ， K10 型 を 用い た結晶乳糖の 1包 1．59 ，

20分割の 実験 で ，流出 口 の ス タ
ー

ト位置の 17番 目と10番

目を比較し ， それぞれ C．V ．が 4，4％， 5．9％ と報告 し

へ

匹

MOC1

8

6

4

2

2 5 e 11 41 71 20

1 ．21divisions

Ah ，’

C．V．

8

6

4

2

O2
　 　 5811141720232629

　 2．30divisions

Fig．2．　 Effect　 of 　Starting　Position　on 　Dividing　Weight 　Error

　　　　 of 　CrystaUine　Lactose
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Table　1．　Test　 of 　Statistical　Significance　for　Dividing　Weight 　Error （C ，V ．）
　　　　Due 　 to　Starting　Positions

21　divisions 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　 divisions

Starting
　 　 　 　 　 　 　6　　 8　　 11　　 14
positions

S
躑 1畧ns 　 25 ・ 11　　　 14　　　 26　　　29

2

17

20

十

十什 　　→十 ←　　十 ←十

÷十　　十十　　 科 十

1720

23

什 十ト 十

イ→十　 十十　　十十十　　 十十

一
　　十十　　 十　　　十十　　　十

一　 　 　十 ←←

十　　　十十十

什

一　@：　 not 　 sig冂ifican

十 十　：　statistically 　significant 　p く0。0

十：　 StatiStiCally 　 SignifiCant 　p く0．
→− H齢：　statistically 　 significant 　P く0．0

へ てい る ．こ れ ら の ことか ら，K10 型の同 機 種は，流出

F1 の折 り 返し点 の 調 整 あるい は散剤の 物性 等 の

違によ り ，個 々 には多少 の 分割 誤差の 違 いが 生ずる

の と思 わ れ る が，一般的 に は 21 分 割に お い て は 流出

のスタ ート 位 置を17 −20 番目 に ，30 分割 では 20番目

中心（ 17 − 23 番 目）に設定するのが分割 重 量誤差

最小に する

法 と考 え る． 　 KIO 型の流出口の ス タート位置

相 違 に よ る分 割重

のバラツ キの 内 容 　 結 晶性乳糖 を

い ，1 包 の理論重 量 を29 と し，K10

の流 出目のス ターb 位 置 を 変え た 場 合 の2

ｪ 割 ，30分割におけ る1 包 目から21 包

，1 包 目から 30 包 目までの各 包中の

量 の 変 化 の内容を 検 討 し た ． 流出 口の

タート位置 によって 分 割 重量誤差 は C ． V

で4 ． 3 ％ から8 ． 8 ％ ま で の 差 を示

が ， そ の 内 容は ， 流 出口 の ス ター ト位置

ﾌ 番号が小 さ い場合 は 分割の 1 包目 ，2 包

目 は含量 が最も少なく 1 包がLgg 以 下で

ある． 3 包 目 以 後徐々 に 含量が増し ，5 −

包目で 29 前 後を示し， 15 包 目前後 で1

包 中の含量は最 高値 とな り29 以上で 推移

す るが，最 後 の 2 包 目で急激に低含 量 とな り

C99 以下と な
る

．Fig ．3に 30分割に お

る 場 合
の 5，11 ， eOt 　26 番目の流

口 の スタート 位 置 に よ る1 包中の重量

化 を 示し た が ，流 出口 のス タ ー ト 位置

大 きい 場合 は，1 包目 ，2 包目の含量

29 以 下 で低 値であ る が，3 包 目 から

急速に含量 が高ま り 2 ．19 程度に なり，徐

に 低下 し て28 包目ま で 推 移 し ， 29 ，

包目
で

急

激

に

量

が低

下て

D

以 下 とな る。 す な Q 留」 09 2 　 り 魯 −

1 わ ち，K10 型 で は分割数に関係 な く
，

流 出口

ス ター ト 位置 によ

Fig ．3 の よ う な 重
量

変化の パ タ ー ン を示 す もの

考えら れる． 　また， すべて の スター ト位 置に お い

流 出 口 の 折り返 し 点 の 最初の 2包 ， 最 後 の 2包が他と比

して有意 の差 を もって分割量の 少ない こ とが明ら かと

った （ Table2 ）． さ ら に最 初の 2 包間，最後

2 包 間に は 有意 の 差 は な かった． K10 型は流 出口

折 り返 点をある程 度調

ﾟ

でき

よ

う

なっているが

最初の

 
C 最

後の2 包

・

1［ C
．V ．

巴
7．

亅 0 冒 2220 　 1．91 ，s

eE

一

一 一 一rrrr

− vvX | 　　 　　　

　 　　
　 　 　 　 C ． V ．＝ 4． 3 P

2 　　 2．026 　1，9C ．V．＝7．3 　1β 　　　　　　51015202530

ig ．
3
，　 Effect 　of 　 Starting 　
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Table　2．　Test　of　Statistical　Significance　of 　Various　Dividing　Weight 　Hole　Interval．

　 　 　 21　divislons 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 30　di》 iSions

StartingpositLons1 5 − 19 2D Starting
PDsitions1

5 − 28 29
｛

1

2

20

21

卅

卅

卅

栴

1

2

29

50

卅

掃

卅

卅

c

＿　　：　not 　slgnlficant

十十 ← ： statistically 　 significant 　p く 0・01

へ

と も含量 が 少な い こ とか ら，調 節の 不 適に よ っ て 生 じる

現象で は な く，本機の 特性で ある と考え る．こ の こ とに

つ い て は千葉ら
7〕

も KIO 型 に よる散剤の 分割分包 lcお

い て ，そ の 両端で 重量 の バ ラ ツ キ が 大 きくな る こ とを 指

摘 して お り，
こ の 現象は一

般的なもの で あ る と思われ

る，KIO 型の こ の 欠点が 改良で きれ ば ， 分害ll重量誤差

を 著 し く改善す る こ とが 可能で あろ う．

　分割重量膿差に及ぼす 1包中の分割重量の 影響

　30分割 に お い て は ，流出 口 の ス タ ート位置を20番 目 と

した と きの 分割重量誤差 が最 も小 さか っ た の で ， こ の ス

タ ート位置 に お い て ，

’1包中の 重量を変えた 場合 に 分割

重量誤差が どの よ うに変化す るか を 検討 した ．た て軸に

C ．V ．を と り横軸に 1包中の 理 論重量 を と る と，　Fig．4

に示すよ うに 分割重量誤差 は 29 ぞ C，V 、4J3％ の 最小

値を示 し，こ れ よ りも分割重量 が少な くな る と C ．V ．は

上 昇 し・．
19

で｝さqy40 ％ 前後・0・59 で は 17％ 前後

を示 した．また分割重量が 39
，

49 と多くなっ た場合

も C．V．6％ 前後と大きくな る こ とが示 さ れ た．こ の こ

とは KIO 型の ス リ ッ トギ ャ ッ プ幅 を M （約 2，5mm ），

バ イ ブ レ ーシ ョ ン 強度を中間に 設定 した場合に 1 包中の

分割重量が 29 よ り少な くな るほ ど分割重量誤差 が大 き

くな リジ 1包 め重量が 1「9 以下で は 流出 口 の 凪 ダ よ 1・位

置が適正 で あ っ て もC ．V ．が 約 10％ 以 1：に な り， 含量の

均一性が著し く阻害され る 8）、こ とを示唆 す．る一もの で あ

る．さ らに 39
，

49 と 1包中 の 重 量 が 多・くな っ た 場

合 ， すなわち流出口 の ホ
ー

ル 間 の 往復同数が多 くな っ た

場合 （1包 29 ，30分割 で は 7往復）も分割軍量誤差が

大き．くVkる こ とを示 唆する もの と考 え る．

　分割重量 の 少な い 場合の こ の よ うな現象は ， 流出 口 の

ホ ール 間 の 往復回数が少な くな る こ とに 主 な原因が あ る

と考え られ るの で ，こ の よ うな場 合 は ス リッ トギ ャ ッ プ

幅を 適当に 小 さ くす る 必要が あ ると考え る．しか し 29

以上 の 分割重量の 場合 もまた C。V。が上昇す るの で流出

口 の ホ
ー

ル 間の 往復回数を増す こ とが必ずし も C ．V ．を

小 さ くす る もの で は な い と思わ れ る．とくに分割重量が

19 以下 と少な い 場合は ，ス リ ッ トギ ャ ッ プ幅を小 さ く

する こ とに よ り，ある 程度 の 分割重量誤差 の 改善を期待

で きる もの と考えられ るが，この 場合に ス リ ッ トギ ャ ソ

プを通 っ て ベ ル トに 流れ る散剤の 粉体層あ厚み とみ か け

密度は ，ス リ ッ トギ ャ ッ プや ベ ル トの 状態あるい は散剤

の 物性等 に よ っ て は よ り大きな影響を受け易 く， 分割重

cv．

61
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Fig．4．　 Effect　of 　Divided　Weight　on

　　　　Mviding 　Weight　Error　 of

　　　　Crystalline　Lactose
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量誤差 を大きくするで あろ うと考え られ る．こ の ス リッ

トギ ャ ッ プ幅と分割重量 誤差 と の 関係は 今後検討の 予定

で あ る，

　分割重量誤差に及ぼす散剤 の物性 の影響

　散剤の 物理 的性質は 製品 ご と に 異 な るの で ，

’
こ れが分

割重量 誤差 に 影響を 及ぼ す こ とが考えられ る ・そ こ で 常

用 の 散用 の な か か ら粒子径，安息角 ， 逃飛率 ， 集合率，

み かけ密度，み か け比容積減少度等 の 物理 的特性値の 比

較的異 な る種類の 散剤を選び ， 1包 29 ，30分割に お け

る分割重量 誤差を検討 した と こ ろ ，
Table　3 に 示す よ う

に C，V．は ，合成 ケ イ 酸 ア ル ミ ＝ ウ ム 末〉 トウ モ ロ コ シ

デ ン ブ ン 〉細粒状乳糖〉結晶性乳糖 の 順 で あ っ た ．粉末

乳糖 で は ス リ ッ トギャ ッ プM ，
バ イ ブ レーシ ョ ン 強度中

間 の 条件で は分割不 能で あっ た ．こ の よ うに 物性の 相違

に よ っ て分割重量誤差が著し く異な る こ とが明 らか とな

っ た、す なわ ち，K10 型 に よ る散剤の 分割は，合成 ケイ

酸 ア ル ミ ニ ウ ム 末 の よ うに 粒子径 とみ か け密度が 非常に

小さく， み かけ比容積減少度の 大きい 散剤 で は分割重量

誤差が 非常 に 大 きくな り， また 粉末乳糖や トウ モ 卩 コ シ

デ ン プ ン の よ うに 安息角と集合率 の 大きい 散剤も分割重

量誤 差が 大 ぎ くな る こ とが 示 唆 され る．K10 型 に よ る分

割に 適 し た 散剤は，結晶性乳糖や 細粒状乳糖の よ うに 粒

子状の 散剤で ， 流動性が よ く， 安息角の 比較的小 さ い 物

性の もの で あ る と考 え られ る．

　以 上 の こ とか ら ， K10 型に よ る分割と 目測法に よ る手

分割で は，前者で は 主 と して 散剤の 物性，流出 口 の ス ター

ト位置お よ び 1 包中の 分割重量が ： 後者で は 個人 差 1
”3 ）

と 1包 111の 分割重量 が分割重量誤差 に 影響を及ぼす よ う

で ある．また全体的 に 比較 した 場合 は ， K10 型 の 分割重

量誤差は 手分割 よ りもは か るか に 小さ くな るが，散剤の

物性あるい は 1包中の 分割重量 に よっ て は ， 必ず し も手

分割 よ りも優れ て い る とは い え な い と考 え られ る．

　ま た ， 散剤の 調剤で は一般に 数種類の 散剤を混和後，

分割分包を 行 う．こ の こ とは 分割 され た各包中の 散剤成

分 の 均
一

性 を保持す る に は ，混和時 の 混合度 と分割重 量

誤差が適正で あるこ とが必要 で あるこ とを意味す る．い

ま，分包散剤 の 90％ 以上を成分含量 100土10％ の 範囲

に 収 め るた め に は ，混合散剤 の 混合度 を C ．V ．2．5％ 以

下 ， 分割重量誤差 を C ，V．4 ％ 以下 に する必要がある と

され る
4〕．こ の こ とは 混合度 C．V，が 0で あれば ，

　 KIO

型 に よ る細粒状 の 散剤 の 分割で は ，分割 の 条件が適正 で

あれ ば．ヒ記の 条件を十分に 満足す る こ とが で きる とい え

る ．しか し
一般的 に は ，混合度 C ．V ．を 0 に 近 づけ る こ

とは 困難で あ り
i°，11）

t 適正調剤 の 指標 を 混 合 度 C．V ．

2．5％，分割重量誤差 C．V，4 ％ とす るな らば KlO 型の

分割重量誤差を もう少 し 小 さ くす る よ う性能 を改善する

必要があ る と考える．

総 括

　K10 型 にっ い て ，ス リ ッ トギ ャ ッ プM （約 2。5mm ），
バ イ ブ レ ーシ ョ ン 強度中聞 の 条件下 で散剤の 分割重量誤

差 を 検討した 結果 ， 次の こ とが明らか とな っ た ．

　1）　結晶性乳糖の 1包 29 ，21分割お よび30分割 に お

い て ，K10 型の 流出 口の ス タ
ー

ト位置を 変え た 場合 に分

Table 　3，　 Physical　Properties　and 　Dividing　Weight 　 Error 　of　Materials
’
，！

一 丶

，

　 　 　 　 　 　 Particle 　　　Angle 　 of

M白terials 　　　　SiZe 　　　　　「 epose

　 　 　 　 　 　 　 （μ）　　　　　　 （degree ）

Escapability

（％）

Grouping 　　　　Apparent 　　　Degree 　 of

P 「

鷲IUes，嬲
y

鞴 lin　 c ・V ・（7・）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 voiume

C 「 ys
臨 1： 7・ − 29 ・ 4・・5 … 51B ・・ ± … 0 ，68 士 ロ．00 　 0 ．20 ± 囗．01 　 4 ．5 ± 囗．8

Fine 　Iactose く 　74 　　 60 ．1 土 1．4 　　　2 ．6 土 0．さ　 46 ．9 士 2．5　　囗．34 土 0．00 　 0 ，54 士 ロ．11

Lactose

　 　granule

Syntheti 藍
　 aIumin 聖um
　 　 si 　I　icate

74　−　350 　　　42 、5　土　0，3　　　58 ，5　±　D．8 0 ，49 土 0 ，00 　 0．35 士 口．05 　 5 ．7 土 0 ，8

く 　74　　　S9．9 ± 0．6　　12．5 ± 2．1　　 1．Z ± 0．2 　 0 ，19 士 0 ．00 　　0．50 士 D．00　15．6 土 5、5

Corn 　starch く 　74 　　　50．8 ± ロ．8 　　 26 ，6 ± 5．6　 24 ．4 ± 5．8 　 0 ．62 土 0 ．OO 　　O．33 ± O．D1　 9．5 士 　5．6

Each 　 vel 凵 e 　 rePresents 　 of 　 55amples 　 and 　 same 　 standard 　 deviations ．
A 》　V ＝　1　−　VT／ VO　；　 V 丁　

一
　apParen ヒ　specific 　volur 冂e 　after 　tapPing ，　VO　

−
　befortapping
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割重量誤差は C ．V．4．3− 8．8％ を示 した．

　2） 結晶性乳糖の 1包 29 の 分割 に お い て，分 割重量

誤差を最小に す る 流出 口 の ス タ ート位置は ，21分割で 17

番目の ホ
ー

ル （C．V ．5。7％）， 30分割 で は 20番目の ホ
ー

ル （C．V ．4，3％）で あつ た ．

　3） 流出 口 の ス タ ート位置の 相違に よ り， 分割され た

結晶性乳糖の 重量 変化の パ タ
ー

ン は 異な っ た ．また流出

口 の 折 り返 し 点の 最初の 2包，最後の 2包は 他 と有意 の

差を も っ て 分割量が 少なか っ た ．

　4） 30分割 に お い て 結晶性乳糖の 1 包中の 分割量を変

え た場合の 分割重量 誤 差 は ，0．59 で C．V ．約 17％，

1．09 で 約 10％，29 で 約 4 ％，3．09 ，4．09 で 約 6 ％

で あっ た．

　5） 物性の 異 な る数種 の 散剤の 1 包 29 ，30分 割 に お

け る分割重量誤差は ，結晶性乳糖 と細粒状乳穂が C ，V ．

4，3％ ， 5．7％， トウモ ロ コ シ デ ン プ ソ ，合成 ケ イ 酸 ア ル

ミ ニ ゥ ム 末が C ．V ，9．5％，13．6％ で あ っ た．ま た 粉

末乳塘は分割不能で あ っ た．
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